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07Cargo（ゼロナナカーゴ）とは？

オーセブンCAD2025以上、CAD基本サポート加入でお使いいただけるサービスです。

07CADファイル、VRデータ、見積データなどを「07Cargo」に保存すると、各種デバイス（タ

ブレット、パソコン）で閲覧でき、社員・施主側・業者で情報を共有できるクラウドツールです。

インターネットがあればどこからでもアクセス可能で、図面、パース、VR、見積もり、契約書、実行

予算書、発注書、請求書、そして工程表まで、一元管理ができます。

07CADの使用状況を確認

工程表でスケジュール管理

図面の数量を拾い出し

VRを施主側へ共有

作成した見積書や

契約書を施主側へ共有

見積書や契約書を作成

図面を施主側へ共有

チャットでやり取り

e-Boardから07Cargoへの切り替え期間を1年間設けております。

この期間は切り替えながらご利用いただくことが可能です。

※e-Boardと07Cargo間でのデータ移動やコピー、共有はできません。

※橘サーバーの結果は、接続されているクラウドの方へ保存されます。

【e-Boardをお使いの方へ】
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07Cargoの設定（CADとの連動）

クラウドサービスの07Cargoを使うとCAD図面やVRなどを外出先で閲覧したり、

施主側に直接共有することも容易にできるようになります。

ここでは、その為に必要な07CargoとCADの接続設定方法を解説します。

1　CAD画面左上のクラウドの設定ボタンをク

リックします。

2　画面左下「設定を自動で取得する」ボタンを

クリックで07Cargoの設定を自動取得すること

が可能です。設定できましたら完了です。

【手動で設定する場合】

1　サーバーアドレスを入力します。

表示名は任意の名前を入力します。

「このサーバーをアクティブにする」にチェッ

クを入れ「追加」をクリックします。

2　ユーザーIDとパスワードを入力します。

「このユーザーをアクティブにする」にチェッ

クを入れ「追加」をクリックします。

※保存サーバー、ユーザーID、パスワードは

納品時の書類を確認して下さい。

オーセブンCADと07Cargoを連動することでできること

1　CADファイルを07Cargoに保存できる。

2　07Cargoに保存したCADファイルを、07Cargoと連動させた別のPCのCADで開くことができる。

3　CADで作成したVRデータやCAD図面を直接07Cargoに保存できる。

4　07Cargoに保存したVRデータやCADで作成した図面（JPG形式）を外出先で見ることができる。

（タブレット、自宅パソコンなど）

5　07Cargoに保存したVRデータやCADで作成した図面（JPG形式）を施主側に共有できる。

【作図情報のサーバーへの通知】

通知するにしておくと07CADの使用状況の確認

（パルス共有）ができます。

設定

設定を自動で取得する

　詳細説明　P27
テキストテキスト
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07Cargoへファイルを保存する・開く方法

07Cargoに物件を作成し、07CADファイルを保存する手順を解説します。

・作図途中のCADファイルを07Cargoに保存して、別のパソコンで作業の続きができます。

→データを持ち歩かずに自宅でも作業できる為、作業効率がUPします。

・過去の図面も物件情報と一緒にすぐに引き出せます。

→検索して引き出せるので、急な問い合わせやアフターフォローも瞬時に対応できます。

【CADデータ共有のメリット】

07Cargoに保存する方法

1　07Cargoに保存したいCADファイルを開

きます。画面左上のクラウドの保存ボタンをク

リックします。

2　物件を作ります。

「新しい物件を作る」をクリックします。

既に保存したい物件が作成されている場合はそ

ちらをクリックします。

※作成前に検索をしますと重複がないか確認で

きます。

3　物件名を入力し、「作成する」をクリック

します。

4　新しく作成した物件が表示されます。

物件をクリックし選択します。

5　ファイル名を入力します。

「この物件に保存」をクリックで完了です。

保存
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07Cargoからファイルを開く方法

自動保存はされません。

必ずPC内（ローカル環境）に保存をし

てから作業してください。

07Cargoへも自動保存はされませんの

で、作業終了後は再度07Cargoへも保

存しましょう。

【注意！！】

保存

07Cargoへファイルを保存する・開く方法

1　07CADを新規で開きます。

画面左上のクラウドの開くボタンをクリックし

ます。

2　保存したファイルが入っている物件をクリ

ックします。

3　右側に保存されているCADファイルが表示

されます。「このファイルを開く」をクリック

して開きます。

4　CADファイルが開きます。

開く
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07Cargoを開く（見る）方法です。

また、CADファイルはオーセブンCADから開いて編集することが出来ます。

07Cargoの開き方

サーバーアドレス名

1　インターネットブラウザを開き、07Cargo

のアドレスを入力し、Enterキーを押します。

※Google Chrome推奨です。

2　ブラウザでログイン画面が表示されます。

ログインIDとパスワードを入力します。

ログインをクリックして開きます。

※ネット環境があればタブレット端末でも

07Cargoを開けます。保存したCADファイル

を画像（JPG形式）で閲覧することは可能です

が編集はできません。

1　「ファイル」メニューをクリックし、

「e-Board / 07Cargo」より、

「ブラウザで開く」をクリックします。

2　ブラウザでログイン画面が表示されます。

ログインIDとパスワードを入力し、ログインを

クリックして開きます。

推奨ブラウザ

2　オーセブンCADから開く

1　ブラウザから開く
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新しい物件を作成する方法

4　画面左側の物件一覧の上部に作成した

物件が表示されます。

　　　　

3　物件名を入力します。

「作成する」をクリックします。

作成しない場合は右上の×をクリックします。

1　07Cargoを開きます。

2　画面左側「新しい物件を作る」をクリックし

ます。

※表示されない場合は左側の物件一覧の部分を

下にスクロールしましょう。

物件の作成方法

07Cargoの画面から物件を作成する方法です。

作成した物件の中にCADファイルを保存したり、見積書を作成することができます。
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物件を削除する方法

物件の削除方法

1　画面左上「ホーム画面」をクリックします。

2　削除したい物件をクリックします。

3　右側の「削除」をクリックします。

07Cargoの画面から物件を削除する方法です。

ファイルの削除方法

CADファイル・プレゼンKIT・見積が保管され

ている物件はそのまま削除ができません。

削除ができない場合はボタンが灰色で表示され、

削除できる場合は赤色で表示されます。

物件の中に保管されているファイルを全て削除す

ると、物件の削除ができるようになります。

1　削除したいファイルをクリックします。

2　各ファイルの保管場所へ移ります。

削除したいファイル名の左側にチェックを入れま

す。一番上のチェックボックスにチェックを入れ

ると、表示されているファイルに一括でチェック

を入れることができます。

3　画面下の「ファイルを削除する」をクリック

します。

チェックボックス

ファイルを削除する
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物件を削除する方法

4　確認画面が表示されます。

「ファイルを完全に削除する」をクリックで削除

できます。

※削除をしたくない場合は、右上の×をクリック

し確認画面を閉じてください。

5　ファイルを削除できましたらホーム画面に戻

ります。削除したい物件をクリックし、ボタンが

赤色で表示されましたら削除ができます。

削除
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画面構成【ホーム画面】

07Cargoのホーム画面です。

作成した物件やファイルを一覧で確認したり、07Cargoの設定を変更することができます。

1　07Cargoで作成した物件が一覧で表示さ

れます。物件名をクリックすると中に保管され

たファイルを確認できます。

2　07Cargoにアップロードしたファイルが

一覧で表示されます。

更新日時：ファイルを更新・保管した時間

物件名：ファイルが保管されている物件名

データ名：保管されているファイル名

データタイプ：ファイルの種類

備考：橘サーバーでレンダリングしたファイル

プレゼンKITのコメントで添付されたファイル

見積作成時に担当者が設定されているファイル

等にその旨が表示されます。

3　作成した物件/ファイルを検索し、探すこ

とができます。

4　e-Put積算に必要な、取引先・台帳等の各

種設定をすることができます。

3　検索

2　ファイル一覧

ログアウト容量の確認ホーム画面

1　物件一覧

ホーム画面

・ecd（07CADファイル）

・jpg（画像）

・pdf

・07EXVR（VR）

・見積書 ecd　  pdf　　 jpg

4　各種設定

　詳細説明　P34
テキストテキスト
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画面構成【ファイル保管庫】

07CADからアップロードされたCADファイルや、画像ファイルが保管されます。

空き容量が無くなると新たに保管できなくなります。不要なファイルは削除し、整理をしましょう。

ファイル保管庫

1　ファイル保管庫　使用量
容量の確認

1　ファイル保管庫　使用量

物件一覧

1　チェックボックス

保管されているファイルと容量が一覧で表示

されます。

内容を確認したり、チェックを入れたファイ

ルのダウンロードと削除ができます。

1　ファイル名の左側にチェックを入れると

ファイルを選択できます。

一番上のチェックボックスにチェックを入れ

ると、表示されているファイルに一括でチェ

ックを入れることができます。

2　プレゼンKITで共有されているファイルは

備考欄に表記されます。

※削除すると共有ボードから閲覧ができなく

なります。

・プレゼンKIT共有中

プレゼンKITで共有しているファイルです。

・プレゼンKIT添付ファイル

プレゼンKITのコメントで添付されたファイル

です。

ファイル名 容量 更新日時 2　備考

3　プレビュー

2　選択リスト
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画面構成【ファイル保管庫】

3　プレビュー

ファイル名をクリックすると画面右側に「画像

形式」「QRコード」「URL」の3タイプで内

容が表示されます。

1-1　画像形式

保管ファイルの内容を視覚的に確認できます。

1-2　QRコード

保管ファイルはすべて自動でQRコード化され

ます。

QRコードはスマートフォンで直接読み取った

り、メールなどで添付送信ができます。

読み取ったQRコードは「画像形式」で内容が

表示されます。

1-3　URL

保管ファイルはすべて自動でURL化されます。

URLをクリックすると、大きな「画像形式」で

内容が表示されます。

また、メールなどで添付送信することもできま

す。

2　CADファイルの場合、ファイル作成時に使

用したCADのバージョンとファイル保管日時

が表示されます。

・選択中のファイル

現在選択しているファイルの個数、ファイル

容量の合計値が表示されます。

・ファイルをダウンロードする

クリックすると現在選択しているファイルを

ダウンロードできます。

・ファイルを削除する

クリックすると確認画面が表示されます。

「ファイルを完全に削除する」をクリックす

ると削除されます。

※削除後は復元できません。

※削除をしたくない場合は、右上の×をクリ

ックし確認画面を閉じてください。

2　選択リスト

選択中の
ファイル

ファイルを
ダウンロードする

ファイルを
削除する

1-2　QRコード

2　ファイルのバージョン・更新日時

1-1　画像形式

1-3　URL
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1　一時保管　使用量

画面構成【一時保管】

07CADから橘サーバーへの中継地となる、一時的な保管場所となります。

空き容量が無くなると新たに保管できなくなります。不要なファイルは削除し、整理をしましょう。

一時保管 容量の確認

4　一時保管設定

ファイル名 容量 更新日時

3　プレビュー

橘サーバーでレンダリングしたファイルと容

量が一覧で表示されます。

内容を確認したり、チェックを入れたファイ

ルのダウンロードや削除ができます。

1　ファイル名の左側にチェックを入れると

ファイルを選択できます。

一番上のチェックボックスにチェックを入れ

ると、表示されているファイルに一括でチェ

ックを入れることができます。

2　プレゼンKITで共有されているファイルは

備考欄に表記されます。

※削除すると共有ボードから閲覧ができなく

なります。

1　チェックボックス

2　備考

プレゼンKIT共有中

1　一時保管　使用量

2　選択リスト

物件一覧
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画面構成【一時保管】

・選択中のファイル

現在選択しているファイルの個数、ファイル

容量の合計値が表示されます。

・ファイルをダウンロードする

クリックすると現在選択しているファイルを

ダウンロードできます。

・ファイルを削除する

クリックすると確認画面が表示されるので

「ファイルを完全に削除する」をクリックす

ると削除されます。

※削除後は復元できません。

※削除をしたくない場合は、右上の×をクリ

ックし確認画面を閉じてください。

※CADの画面右側「レンダリング一覧」で

「橘サーバー」と表示されているファイルが

07Cargoの「一時保管」に保管されている

ファイルになります。

※ファイルを削除すると「レンダリング

一覧」からも削除されます。

2　選択リスト

選択中の
ファイル

ファイルを
ダウンロードする

ファイルを
削除する
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画面構成【一時保管】

・契約ストレージに対する割合

全体の契約容量の内、どのくらい「一時保管」

に割り当てるかを10%単位で指定ができます。

未設定の場合は契約容量の50%が割り当てら

れます。残り50%は「ファイル保管庫」に割

り当てられます。

・超過データの自動削除

「自動削除ON」に設定すると、一時保管に割

り当てられた容量を超えた場合に古いファイル

から随時自動で削除されます。

プレゼンKITで共有していないファイルから優

先的に削除されますが、容量が上限以下になら

ない場合はプレゼンKIT共有中の古いファイル

も削除されます。

※削除後は復元できません。

4　一時保管設定

3　プレビュー

ファイル名をクリックすると画面右側に「画像

形式」「QRコード」「URL」の3タイプで内容

が表示されます。

1-1　画像形式

保管ファイルの内容を視覚的に確認できます。

1-2　QRコード

保管ファイルはすべて自動でQRコード化されま

す。QRコードはスマートフォンで直接読み取っ

たり、メールなどで添付送信ができます。

読み取ったQRコードは「画像形式」で内容が表

示されます。

1-3　URL

保管ファイルはすべて自動でURL化されます。

URLをクリックすると、大きな「画像形式」で

内容が表示されます。

また、メールなどで添付送信することもできま

す。

2　CADファイルの場合、ファイル作成時に使

用したCADのバージョンとファイル保管日時が

表示されます。

2　ファイルのバージョン・更新日時

1-2　QRコード

1-1　画像形式

1-3　URL
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プレゼンKIT

施主側や取引先企業と提案図面や見積書を共有することができます。

ネット環境があれば情報を共有できるので、非対面でも円滑に打合せを進めることが可能です。

②図面を共有

③閲覧して返信

施主・取引先

CADで作図

①
作図したファイルを
07Cargoへ保存

共有ボード

④
必要であれば修正
修正できたら①へ

07Cargo

スマートフォンで確認可能
（ファイルの編集はできません）

施主側・取引先とは「共有ボード」に資料を

アップロードして、コメントを入力してやり取

りができます。

施主側・取引先の画面では共有ボードで共有さ

れたファイルに対して、☆を付けて評価もでき

ます。
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画面構成【プレゼンKIT】

プレゼンKITの画面です。「共有ボード」を作成し、施主側・取引先へ共有します。

共有ボードはQRコードもしくはURLで閲覧ができますので、ネット環境があればやり取りが可能です。

プレゼンKIT

物件一覧

「共有ボード追加」をクリックすると、共有

ボードを作成することができます。

中央に表示されている画面が共有中の情報に

なります。

共有中（公開）は青色で表示されます。

作成中（非公開）は灰色で表示されます。

非公開の時はQRコード・URLが表示されませ

ん。

共有中（公開） 作成中（非公開）

1　共有ボード追加

2　切り替え

ファイル一覧

4　共有ボード

1　共有ボードの追加

「共有ボード追加」の左側に共有ボード名が

表示されます。共有ボードが複数ある場合は

クリックして切り替えることができます。

共有ボード名が青色の場合は共有中になって

います。

2　共有ボードの切り替え

コメント

3　編集

共有中（公開） 作成中（非公開）
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画面構成【プレゼンKIT】

1　共有ボードの編集ができます。

・公開チェック

チェックを入れると、共有ボードが公開された

状態になります。

・通知を受ける担当者

担当者の名前を選びチェックを入れると、共有

ボードに書き込みがあった場合メールに通知が

届きます。

担当者はホーム画面のマスター設定より設定が

できます。メールアドレスの入力をしておくと

「通知を受ける担当者」の下に表示されます。

・削除する

チェックを入れて保存をすると、共有ボードが

削除されます。

※削除後は復元できません。

1

3　ダウンロードをクリックすると、

共有ボードでやり取りしたコメント

共有ボードにアップロードされたデータ

を一括でダウンロードできます。

2　パスワードON/OFF

パスワードをONにすると、QRコードもしく

はURLを読み取った上でパスワードを入力し

た場合のみ共有ボードを閲覧することができ

ます。

パスワードは自分で入力して決定するか、自

動生成でランダムに作成して決めることがで

きます。

3　共有ボードの編集

2

3
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画面構成【プレゼンKIT】

1　QRコード

1　URL

1　QRコードを読み取るか、URLをクリック

すると、施主側・取引先の視点で共有ボードを

確認することができます。

2　施主側・取引先から共有ボードに反応があ

れば表示されている担当者のメールに通知が入

ります。担当名は先方からは見えません。
2　担当者

5　評価 6　コメント

7　編集

4　共有ボード

3　ファイル一覧

3　画面右側にこれまでにアップロードされた

ファイルが一覧で表示されます。

e-Put書類・ファイル保管庫・一時保管をそれ

ぞれクリックして画面を切り替えられます。

※橘サーバーでレンダリングをしたり、VRを

作成したりすると07Cargoに保存されます。

※選択している物件の中に入っているファイル

は黄色で表示されます。

4　「追加する」をクリックすると共有ボード

にファイルを追加できます。

5　施主側・取引先から評価があれば黄色の☆

が表示されます。この画面で評価を付けること

はできません。

6　コメントを入力してやり取りができます。

自分：水色

施主側・取引先：黄色で表示されます。

「添付ファイル」をクリックし、資料を添付す

ることもできます。写真を見せてイメージを伝

えたい場合は資料を添付ください。

×をクリックするとコメントを削除できます。

7　編集をクリックすると添付したファイルの

タイトル・説明文を変更できます。

タイトルは変更しても、ファイル保管庫に保存

されているファイル名は変わりません。

「削除する」にチェックを入れ「保存する」を

クリックすると添付されたファイルが削除され

ます。

※削除後は復元できません。

※編集しない場合は、右上の×をクリックし確

認画面を閉じてください。

4　追加する

切り替え可能
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1　画面右側にこれまでにアップロードされた

ファイルが一覧で表示されます。

e-Put書類・ファイル保管庫・一時保管をそれ

ぞれクリックして画面を切り替えられます。

※橘サーバーでレンダリングをしたり、VRを

作成したりすると07Cargoに保存されます。

※選択している物件の中に入っているファイル

は黄色で表示されます。

2　共有したいファイルをクリックします。

3　「追加する」をクリックします。

4　共有ボードに資料が追加されました。

共有ボードの色が灰色だと非公開の状態になっ

ています。

※非公開の場合、施主側・取引先から閲覧する

ことができません。

5　「編集」をクリックし設定をします。

1　共有ボードの追加

共有ボードの活用方法

共有ボードを作成してCAD図面やパース、VRなどを施主側や取引先へ共有する方法です。

コメントを入れたり、施主側や取引先は☆を付けて簡単な評価を行うこともできます。

1　共有ボードを作成したい物件をクリック

します。「共有ボードを追加」をクリックし

ます。

2　共有ボード名を入力して「作成する」を

クリックします。

3　共有ボードが作成されました。

2　共有ボードに資料をUPする

ファイル一覧

切り替え可能
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6　「公開チェック」にチェックを入れます。

通知を入れておきたい場合は、担当者を選びチ

ェックを入れます。

※担当者が表示されない場合は、ホーム画面の

マスター設定から担当者のメールアドレスを入

力してください。

7　保存するをクリックして保存します。

8　共有ボードの色が青色になり、QRコードと

URLが作成され公開された状態になります。

パスワードが必要な場合は設定をします。

共有ボードの活用方法

※次のページでは施主側・取引先へ向けての使

い方・解説になります。必要であれば印刷して

お渡しください。

共有ボードを施主側へ共有

施主側へQRコード、もしくはQRコードの右側

に表示されているURLを共有します。

1　QRコードを右クリックし「名前を付けて画

像を保存」をクリックします。保存先はデスク

トップを選び保存をしてください。

もしくは、URLを右クリックし「リンクのコピ

ー」をクリックします。

2　お使いのメールアプリを開きます。

※各種SNS等も可能です。

メールにQRコードの画像を添付します。

URLの場合は、メールの本文で右クリックし

「貼り付け」をクリックします。

※パスワードの設定をした場合はあわせて入力

し、相手へ通知ください。

3　送り先のアドレス、本文を入力して送信し

ます。先方はQRコードを読み取るか、URLを

クリックすると確認できます。

リンクのコピー

右クリック右クリック

【QRコードの場合】 【URLの場合】

貼り付け

メール（アプリの種類により画面は異なります）

添付

名前を付けて画像を保存

パスワード

　詳細説明　P36
テキストテキスト

　詳細説明　P17
テキストテキスト
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4　コメント3　評価

1　プレビュー

2　資料の確認

QRコードを読み取る、またはURLを開くと、

上記のような緑色の画面が表示されます。

※パスワード入力画面が表示された場合は、

通知されたパスワードを入力ください。

1　共有された資料を確認できます。

2　資料を大きく確認したい場合はこちらをク

リックします。ファイル名の下に資料について

の説明文が表示されます。

※説明文がない場合は表示されません。

3　☆を付けて五段階で評価ができます。

共有された資料を確認して評価をしましょう。

4　コメントを入力してやり取りができます。

自分：黄色　相手：水色で表示されます。

「添付ファイル」をクリックして、資料を添付

することもできます。写真を見せてイメージを

伝えたい場合は資料を添付ください。

共有ボードを閲覧する方法

【注意！！】

「投稿する」をクリックすると相手に送信

されます。投稿した後はコメントの内容を

編集したり削除することが出来ないので、

ご注意ください。
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・スマートフォンやiPadなどのタブレット端末で手軽にイメージを見せることができます。

・QRコードも同時に作成できます。

・チラシや提案資料に貼り付けてお施主様にスマートフォンでご覧いただくことも可能です。

・360°動くイメージをお見せして他社と差をつけたプレゼンができます。

1　VRを作成する手順

VRデータを作成する方法

【VRデータ共有のメリット】

07CargoにVRデータを保存する方法と、07CargoでVRを確認する方法を解説します。

VRレンダリングとは･･･

自由に目線を動かして見ることができる

イメージを作成する機能です。

VRの作成はCADより行います。

1-1　カメラレイヤーを選択し、VRカメラを

配置します。

ドラッグ

VRカメラ

カメラの位置と角度を調整します。

ドラッグ

ドラッグ

【視点固定】

始点

終点

ドラッグ

回転移動範囲

終点

回転移動範囲

ドラッグ

矢印の先（対象物）中心に周囲を回ります。

外周から回りながら見渡せることで建物とエ

クステリアの配置関係や広さが伝わり、各エ

リアの繋がりや動線が視覚的に確認でき、暮

らしやすさをイメージしやすくなります。

終点をドラッグし回転範囲を変更できます。

1-1

1-2

1-3

○　　　　　→ 自分が立つ位置

矢印の先　　→ 見たいものがある場所

矢印の方向　→ 見る方向

- - -　　　   → 視野範囲

1-2　カメラの○にカーソルを合わせ、　に

なりましたら、ドラッグでカメラの位置を合

わせます。

1-3　カメラの矢印の先にカーソルを合わせ

ます。　になりましたら、ドラッグして矢印

の先を見たい方向へ伸ばします。矢印の先を

伸ばすと視野範囲が広くなります。
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【スタンドイン】

【影シミュレーション】

カメラの位置から360°を見回します。

VRゴーグルを使用できます。

施主側が自ら操作しながら体感できる為、

まるで実際にその空間にいるような臨場感

がリアルに伝わります。

これにより、完成後の姿が具体的にイメー

ジしやすくなり、納得感と決断力が一層高

まる効果的な手法です。

視点は動かず、影が動きます。

時間経過による影の動きを見せることで、

日差しと影のバランスが直感的に把握でき

1日の暮らしの変化をリアルに想像しやす

くなります。

1-4　配置したカメラをダブルクリックしま

す。

1-5　視点の高さの調整をします。

※視点固定VRの場合、視点・注視点の高さ、

回転範囲が指定できます。

※影シミュレーションVRの場合、視点・注視

点の高さ、所在地、設定日が指定できます。

リアルタイムパースに選択したカメラのプレ

ビューが表示されます。

ダブル

視点の高さ

ドラッグ

1-6　ドラッグで視点を動かし確認します。

VRデータを作成する方法

1-4

1-5
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2-3　新しく物件を作る場合は

「新しい物件を作る」をクリックします。

※保存する物件が既にある場合は、物件の名

前をクリックします。

2　レンダリング・07Cargoへ送る

2-1　画面右下の「レンダリング」をクリッ

クします。

レンダリング

「レンダリング出力設定」が表示されます。

2-2　「eE-Painter」にチェックを入れ、

「e-Board / 07Cargo へ保存」にチェック

を入れ「次へ」をクリックします。eE-Painter

※橘(オプションソフト)をご導入頂いてる方は

橘サーバー、橘ローカルも選択できます。

橘サーバーを選択している場合は、

「e-Board / 07Cargo へ保存」にチェックが

必ず入った状態になります。

07Cargoの物件の一覧画面が表示されます。

文字を入力して物件の検索も可能

2-4　物件名を入力し作成を選択します。

物件を新しく作る場合は入力画面が表示され

ます。

e-Board / 07Cargo へ保存

VRデータを作成する方法

2-1

2-2

2-3

2-4

作成する

新しい物件を作る
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2-5　保存するデータ名を入力し、

「この物件に保存」を選択します。

左側に作成した物件が表示されます。

レンダリング中は、カメラレイヤーの画面

右側のレンダリング一覧で「レンダリング

中」と表示されます。

レンダリングが完了すると、パース画像が

表示されます。

2-6　パース画像をダブルクリック、

もしくは右クリックし「ビューアで見る」

からVRを確認できます。

こちらのQRコードをスマートフォンなどで

読み取るとVRが閲覧できます。

2-7　パース画像を用紙に向かって

ドラッグ、もしくは右クリックし「ＶＲの

QRコードを注釈レイヤに配置」でQRコー

ドを配置します。

QRコードが図面上(注釈レイヤ)に配置され

ます。

2-5

2-6

2-7

VRデータを作成する方法

ダブル
or

右クリック

or

右クリック

ドラッグ

作成した物件 データ名を入力

「ＶＲのQRコードを
注釈レイヤに配置」
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3　VRデータを07Cargoで見る方法

3-1　ブラウザで07Cargoを開きます。

3-3　一時保管の画面に移ります。

VRのデータを改めてクリックすると右側にV

Rの確認画面、QRコード、URLが表示されま

す。

URLをクリックします。

※スマートフォンで確認する場合はQRコー

ドを読み取ってください。

3-4　VRが表示されます。

左右にドラッグしてイメージパースを確認し

ます。

3-2　画面左の「物件」から、

VRが保存された物件をクリックします。

データ名が「○○.07EXVR」の場合、VRデータ

になります。こちらをクリックします。

3-1

3-2

3-3

07EXVR=VRデータ

3-4

VRデータを作成する方法
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画面構成【パルス共有】

パルス共有の画面構成です。

どのPCでいつCADを操作していたのか、操作中の情報を07Cargoで確認することができます。

テレワーク・遠隔地のオペレーターの作業状況も共有・管理できます。

1　CAD画面左上の設定ボタンをクリックし、
サーバー設定の画面を開きます。

※07Cargoの「サーバーの設定」を先に設定し
ておく必要があります。

2　サーバー設定画面下の

「作図情報のサーバーへの通知」の右側の灰色

のタブをクリックします。

3　「操作中情報のみ通知する」を選択します。

※通知しないになっている場合は

パルス共有の画面には何も表示されません。

パルス共有を利用する為のCADの設定

パルス共有をクリック
日付（左右で切り替え）

赤色：CAD停止中 青色：CAD起動中

黒線：CAD操作中

CADのファイル名

CAD使用中のPC名
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07Cargo
見積作成
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e-Putご使用の注意点

【重要】
以下の点をご理解の上、e-Putをご利用ください。

・07CADで作成した図面から拾い出された面積や長さは作図データから出されたものです。

現況数値とは異なりますので、その点を考慮した上で数値の調整を行ってください。

・拾い出し時に入力されている商品の価格は、e-tokoカタログ・建材サーチに掲載されている

メーカーカタログの定価価格です。

こちらはリアルタイムでの価格、内容更新をしておりませんので、あくまで目安としてご利用

ください。見積ご提出前に必ずご自身で金額確認をお願いいたします。

・金物商品の付帯金具の項目、個数は商品によって異なります。

e-Putではその情報を含んでおりません。

実際の必要金具項目、及び個数はご自身でご確認の上、お見積作成をお願いいたします。

　　　　参考　[拾い出し・計測]を検索
WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ

　　　　詳細説明　P47～
テキストテキスト

テキスト内にある下図の表記は、参照マニュアルの案内です。必要に合わせて参照してください。

テキストのP47～に載っています。 webマニュアルで[拾い出し・計測]を検索

しますと、参照マニュアルが表示されます。
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1　取込み・反映

・マスター台帳 ・拾い出しデータ

書類作成： 契約が決まったら、契約書や請求書を作成します。

見積： e-Putで見積をします。

1　書類作成

2　印刷

2　見積設定

3　印刷

・契約書　・実行予算書

・請求書　・仕様書

・工程表　・注文書・請書　　　

・原価・単価設定

・書き換え

・情報追加

・諸経費設定

・値引き設定

・消費税設定

物件作成：07Cargoを開き、物件を作成します。

1　「物件」を作成

07Cargo

07Cargo【e-Put積算】

作業手順【07Cargoのみで作業する場合】

見積書作成までの流れです。

07Cargo【e-Put積算】

2　マスター設定・環境設定
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・削除　・追加　・編集　・統合

・セクションに分ける

1　取込み・反映

・マスター台帳 ・拾い出しデータ

リアルタイム概算（拾い出し）：図面から見積に必要な箇所の数値を拾い出します。

見積：拾い出したデータを元にe-Putで見積をします。

1　ユニットレイヤで右クリック→拾い出し

2　必要な項目を選択、数値の調整

3　07Cargoの「物件」へデータ送信

2　見積設定

3　印刷

選択して自動拾い出し　or　一括拾い出し

・原価・単価設定

・書き換え

・情報追加

・諸経費設定

・値引き設定

・消費税設定

物件作成：07Cargoで物件を作成します。

1　「物件」を作成

07Cargo

07CAD

07Cargo【e-Put積算】

作業手順【07CADから作業する場合】

07CADで作成した図面を使い、見積書を作成するまでの流れです。
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07Cargoを開く（見る）方法です。

また、CADファイルはオーセブンCADから開いて編集することが出来ます。

07Cargoの開き方

サーバーアドレス名

1　インターネットブラウザを開き、07Cargo

のアドレスを入力し、Enterキーを押します。

※Google Chrome推奨です。

2　ブラウザでログイン画面が表示されます。

ログインIDとパスワードを入力します。

ログインをクリックして開きます。

※ネット環境があればタブレット端末でも

07Cargoを開けます。保存したCADファイル

を画像（JPG形式）で閲覧することは可能です

が編集はできません。

1　「ファイル」メニューをクリックし、

「e-Board / 07Cargo」より、

「ブラウザで開く」をクリックします。

2　ブラウザでログイン画面が表示されます。

ログインIDとパスワードを入力し、ログインを

クリックして開きます。

推奨ブラウザ

2　オーセブンCADから開く

1　ブラウザから開く
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新しい物件を作成する方法

07Cargoの画面から物件を作成する方法です。

作成した物件の中にCADファイルを保存したり、見積書を作成することができます。

4　画面左側の物件一覧の上部に作成した

物件が表示されます。

　　　　

3　物件名を入力します。

「作成する」をクリックします。

作成しない場合は右上の×をクリックします。

1　07Cargoを開きます。

2　画面左側「新しい物件を作る」をクリックし

ます。

※表示されない場合は左側の物件一覧の部分を

下にスクロールしましょう。

物件の作成方法
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マスター設定・環境設定

ホーム画面で、e-Put積算（見積ソフト）を使用する為の設定ができます。

見積書等の書類を作成する前に設定を行います。

1　自社設定

「自社設定」で自社の情報を設定します。

あらかじめ入力しておくと、見積書等の書類作

成時に自社の情報をそのまま記載することが

できます。

1　ホーム画面をクリックします。

「マスター設定」の「自社設定」をクリックし

画面右側の「+新しい自社情報を追加する」を

クリックします。

2　「新規登録フォーム」が表示されます。

自社の情報を入力します。

社名1：社名を入力します。

社名2：社名が複数あれば入力します。

（無い場合は入力不要）

郵便番号：郵便番号を入力します。

住所1：住所を入力します。

住所2：他の場所にも事務所や支店があれば入

力します。（無い場合は入力不要）

TEL：電話番号を入力します。

FAX：FAX番号を入力します。

適格事業者登録番号：登録番号を入力します。

備考1～4：特記事項があれば入力します。

ロゴ：作成した書類に自社のロゴを入れること

ができます。

6　環境設定

ホーム画面

1　自社設定

2　担当者

3　業者

4　台帳

5　入力補助

※無い場合は入力不要

※無い場合は入力不要
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マスター設定・環境設定

入力した自社情報は、見積書の右下に表示され

ます。

3　ロゴを設定する場合は、ロゴ画像をあらか

じめデスクトップ等に用意しておきます。

「ファイルを選択」をクリックし、ロゴ画像を

選択後「開く」をクリックで追加できます。

（無い場合は登録不要）

4　「新規登録」をクリックで設定完了です。

自社情報を複数登録しない場合は「新規登録モ

ードを出る」をクリックします。

ファイルを選択
新規登録

新規登録モードを出る

5　自社情報を複数登録した場合は、社名左側

の　を上下にドラッグで、登録情報の表示順を

変更できます。

設定を編集したい場合は右側の「編集」をクリ

ックします。

6　「編集フォーム」が表示されますので、変

更したい部分を書き換えます。

※内容を書き換えた時点で自動保存されます。

戻すことはできないのでご注意ください。

7　編集できましたら、右上の「編集モードを

出る」をクリックしフォームを閉じます。

自社設定を削除したい場合は右下の「削除」を

クリックします。

※削除後は復元できません。削除

編集モードを出る

【印刷後の見積書】
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2　担当者

「担当者」で自社担当者の情報を設定します。

あらかじめ入力しておくと、見積書等の書類作

成時に担当者の情報をそのまま記載することが

できます。

1　ホーム画面をクリックします。

「マスター設定」の「担当者」をクリックし画

面右側の「新しい担当者を追加する」をクリッ

クします。

2　「新規登録フォーム」が表示されます。

自社担当者の情報を入力します。

氏名：担当者の名前を入力します。

Eメール：メールアドレスを入力します。

TEL：電話番号を入力します。

3　「新規登録」をクリックで設定完了です。

担当者を複数登録しない場合は「新規登録モー

ドを出る」をクリックします。

※入力した担当者の情報は、見積書作成画面で

表示され選択できます。

4　担当者を複数登録した場合は、担当者名左

側の　を上下にドラッグで、担当者の表示順を

変更できます。

担当者を編集したい場合は右側の「編集」をク

リックします。

5　「編集フォーム」が表示されますので、変

更したい部分を書き換えます。

※内容を書き換えた時点で自動保存されます。

戻すことはできないのでご注意ください。

6　編集できましたら右上の「編集モードを出

る」をクリックしフォームを閉じます。

担当者を削除したい場合は右下の「削除」をク

リックします。

※削除後は復元できません。

新規登録

新規登録モードを出る

マスター設定・環境設定

編集モードを出る

削除

【見積書作成画面】
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3　業者

マスター設定・環境設定

「業者」で取引先の業者を設定します。

あらかじめ入力しておくと、見積書発注等の書

類作成時に業者の情報をそのまま記載すること

ができます。

1　ホーム画面をクリックします。

「マスター設定」の「業者」をクリックし画面

右側の「+新しい業者を追加する」をクリック

します。

2　「新規登録フォーム」が表示されます。

業者の情報を入力します。

宛名(社名・氏名)：社名・氏名を入力します。

宛名(部署名など)：部署名を入力します。

敬称など：敬称を入力します。

※入力が無い場合注文書に敬称が表示されませ

ん。

読み仮名：読み仮名を入力します。

宛先(郵便番号)：郵便番号を入力します。

宛先(都道府県・市区町村)：都道府県と市区町

村を入力します。

宛先（番地ほか）：番地以降を入力します。

TEL：電話番号を入力します。

FAX：FAX番号を入力します。

Eメール：メールアドレスを入力します。

備考：特記事項があれば入力します。

業者コード：業者を識別するための番号を入力

します。管理しやすいように連番で入力しま

す。

※入力が無い場合、見積書作成時に顧客・業者

が表示されません。

3　「新規登録」をクリックで設定完了です。

業者を複数登録しない場合は「新規登録モード

を出る」をクリックします。

新規登録

新規登録モードを出る

【業者コード入力例】

37



マスター設定・環境設定

4　業者を複数登録した場合は、業者名左側の

　を上下にドラッグで業者の表示順を変更でき

ます。

業者を編集したい場合は右側の「編集」をクリ

ックします。

5　「編集フォーム」が表示されますので、変

更したい部分を書き換えます。

※内容を書き換えた時点で自動保存されます。

戻すことはできないのでご注意ください。

6　編集できましたら右上の「編集モードを出

る」をクリックしフォームを閉じます。

業者を削除したい場合は右下の「削除」をクリ

ックします。

※削除後は復元できません。

編集モードを出る

削除

※入力した業者の情報は、見積書作成画面で表

示され選択できます。

【見積書作成画面】
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4　台帳

マスター設定・環境設定

よく使用する項目は「台帳」に登録しておくと

見積作成時に名称や価格を呼び出して使用でき

ます。

※「07Cargoエクステリア台帳」ではいくつ

かの項目と金額が入力されており、編集するこ

ともできます。

新たに台帳を作成する場合は下記の手順になり

ます。

1　ホーム画面をクリックします。

「マスター設定」の「台帳」をクリックし画面

右側の「+新しい台帳を追加する」をクリック

します。

2　「新規登録フォーム」が表示されます。

台帳の名称を入力します。

3　「新規登録」をクリックで設定完了です。

台帳を複数登録しない場合は「新規登録モード

を出る」をクリックします。

4　台帳を複数登録した場合は、台帳名左側の

　を上下にドラッグで、台帳の表示順を変更で

きます。

台帳を編集したい場合は右側の「編集」をクリ

ックします。

台帳を削除したい場合は右側の「削除」をクリ

ックします。

※削除後は復元できません。

新規登録

新規登録モードを出る
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マスター設定・環境設定

台帳の分類

分類をおおまかに分けておき、分類の中の項目

で金額や工事の名称等を設定できます。

新しい分類を作る：新規の分類を作成できま

す。項目ごとに分けて作成します。

分類名の右側の×をクリックで削除できます。

※削除後は復元できません。

インポート：07Cargoでエクスポートした台

帳や、e-Board版で作成しエクスポートした台

帳を取り込むことができます。

・e-Board版で作成した台帳を取り込む場合

「e-Put（e-Board版）2023」を選択しま

す。複数の価格設定をされていた場合はご希望

の「価格」をお選びください。

※複数の価格を同時に取り込むことはできませ

ん。1つずつ取込みをしてください。

・07Cargoで作成した台帳を取り込む場合

e-Put（07Cargo版）を選択します。

「価格」は表示されません。

分類

編集モードを出る
名称

分類名

項目

csvファイルを選択

【e-Board画面】

バージョンを選択
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取り出したい分類にチェック

マスター設定・環境設定

エクスポート：取り出したい分類にチェックを

入れ「エクスポート」をクリックしますと作成

した台帳をcsvファイルで取り出すことができ

ます。取り出した台帳は「インポート」で

07Cargoに再度取り込みできます。

【07Cargoで台帳をエクスポートし、再度07Cargoへインポートする場合】

商品・工事業者問わず新規取引先が増えた場合は、台帳のやり取りができます。

1　元になる台帳をエクスポートし、メール等で先方に送ります。

2　先方は台帳に原価を入力し、こちらに返送してもらいます。

3　台帳を受け取りましたら売価を入力し、07Cargoを開きます。

4　マスター設定の「台帳」にて台帳をインポートします。

5　台帳を元に、見積書を作成します。

取引先

使用者

csvファイル

csvファイル

07Cargoで台帳を取り出し

取引先へ送付

Excelで台帳を開き

原価を入力後、返送

【使用例】
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グループ：種別違いの項目をまとめます。

種別：工事の種類を選択します。

名称：見積項目を入力します。

規格：サイズや色等の項目の詳細を入力します。

備考：追記事項があれば入力します。

数量：数量を入力します。

単位：単位を選択します。

見積単価：売価を入力します。

実行単価：原価を入力します。

見積金額：数量と見積単価入力後表示されます。

実行金額：数量と実行単価入力後表示されます。

税率(上下)：税率を選択できます。

 ※種別や規格等を入力した後にページを更新しま

すと、自動で10%と入力されます。

仕様書：仕様書作成時に表示させたい項目にチェ

ックをいれます。

業者：「業者」で登録した業者を選択します。

粗利率：%で表示されます。

粗利金額：粗利金額が表示されます。

台帳の項目

項目を選択している場合、

上に「行複製」「行削除」と表示されます。

行複製：選択している項目を複製します。

行削除：選択している項目を削除します。

※削除後は復元できません。

分類を改めてクリックしますと
ページを更新できます。

　　　　詳細説明　P37
テキストテキスト

　　　　詳細説明　P48
テキストテキスト

　　　　詳細説明　P76
テキストテキスト
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「編集」をクリックで「編集フォーム」が表示

されますので、変更したい部分を書き換えま

す。

※内容を書き換えた時点で自動保存されます。

戻すことはできないのでご注意ください。

名称：台帳の名称を変更できます。

分類名：分類名を変更できます。

右側の　を上下にドラッグで項目の表示順を変

更できます。

左側の　をクリックしますと、

ボタンの形が　に切り替わります。項目の中で

細かく入力ができます。

一式工事の詳細（内訳）を入力したい場合に活

用できます。（無い場合は入力不要）

　をクリックで閉じることができます。

編集できましたら右上の「編集モードを出る」

をクリックしフォームを閉じます。

編集モードを出る

台帳の編集
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見積書作成時に選択できる「単位」「種別」

「税率」、契約書作成時に選択できる「分割請

求」の一覧が表示されます。

追加登録したり、編集や削除ができます。

【単位】

見積書作成画面で選択できる「単位」を追加し

たり、編集や削除ができます。

1　ホーム画面をクリックします。

「マスター設定」の「入力補助」をクリックし

「+新しい入力補助（単位）を追加する」をク

リックします。

2　「新規登録フォーム」が表示されます。

単位の名称を入力します。

3　「新規登録」をクリックで設定完了です。

キャンセルする場合は「新規登録モードを出

る」をクリックします。

単位の名称左側の　を上下にドラッグで、単位

の表示順を変更できます。

4　単位の名称を編集したい場合は右側の「編

集」をクリックします。

5　「編集フォーム」が表示されますので、変

更したい部分を書き換えます。

※内容を書き換えた時点で自動保存されます。

戻すことはできないのでご注意ください。

6　編集できましたら右上の「編集モードを出

る」をクリックしフォームを閉じます。

単位の名称を削除したい場合は右下の「削除」

をクリックします。

※削除後は復元できません。

5　入力補助

マスター設定・環境設定

【見積書作成画面】

新規登録モードを出る

選択できる単位

新規登録

編集モードを出る

削除

新しい入力補助（単位）を追加する
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マスター設定・環境設定

【種別】

見積書作成画面で選択できる「種別」を追加し

たり、編集や削除ができます。

1　ホーム画面をクリックします。

「マスター設定」の「入力補助」をクリックし

「+新しい入力補助（種別）を追加する」をク

リックします。

2　「新規登録フォーム」が表示されます。

種別の名称を入力します。

3　「新規登録」をクリックで設定完了です。

キャンセルする場合は「新規登録モードを出

る」をクリックします。

【見積書作成画面】

選択できる種別

種別の名称左側の　を上下にドラッグで、単位

の表示順を変更できます。

4　種別の名称を編集したい場合は右側の「編

集」をクリックします。

5　「編集フォーム」が表示されますので、変

更したい部分を書き換えます。

※内容を書き換えた時点で自動保存されます。

戻すことはできないのでご注意ください。

6　編集できましたら右上の「編集モードを出

る」をクリックしフォームを閉じます。

種別の名称を削除したい場合は右下の「削除」

をクリックします。

※削除後は復元できません。

新規登録モードを出る

新規登録

編集モードを出る

削除

新しい入力補助（種別）を追加する
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【税率】

見積書作成画面で選択できる「税率」を追加し

たり、編集や削除ができます。

1　ホーム画面をクリックします。

「マスター設定」の「入力補助」をクリックし

「+新しい入力補助（税率）を追加する」をク

リックします。

2　「新規登録フォーム」が表示されます。

税率を入力します。

3　「新規登録」をクリックで設定完了です。

キャンセルする場合は「新規登録モードを出

る」をクリックします。

【見積書作成画面】

新規登録モードを出る

新規登録 税率左側の　を上下にドラッグで、税率の表示

順を変更できます。

4　税率を編集したい場合は右側の「編集」を

クリックします。

5　「編集フォーム」が表示されますので、変

更したい部分を書き換えます。

※内容を書き換えた時点で自動保存されます。

戻すことはできないのでご注意ください。

6　編集できましたら右上の「編集モードを出

る」をクリックしフォームを閉じます。

税率を削除したい場合は右下の「削除」をクリ

ックします。

※削除後は復元できません。

編集モードを出る

削除

選択できる税率

新しい入力補助（税率）を追加する
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【分割請求】

契約書作成画面で選択できる「分割請求」を追

加したり、編集や削除ができます。

1　ホーム画面をクリックします。

「マスター設定」の「入力補助」をクリックし

「+新しい入力補助（分割請求）を追加する」

をクリックします。

2　「新規登録フォーム」が表示されます。

分割請求の名称を入力します。

3　「新規登録」をクリックで設定完了です。

キャンセルする場合は「新規登録モードを出

る」をクリックします。

【契約書作成画面】

新しい入力補助
（分割請求）を追加する

分割請求の名称左側の　を上下にドラッグで、

名称の表示順を変更できます。

4　分割請求の名称を編集したい場合は右側の

「編集」をクリックします。

5　「編集フォーム」が表示されますので、変

更したい部分を書き換えます。

※内容を書き換えた時点で自動保存されます。

戻すことはできないのでご注意ください。

6　編集できましたら右上の「編集モードを出

る」をクリックしフォームを閉じます。

分割請求の名称を削除したい場合は右下の「削

除」をクリックします。

※削除後は復元できません。

新規登録モードを出る

新規登録

編集モードを出る

削除

選択できる請求の名称

47



6　環境設定

マスター設定・環境設定

e-Put積算の設定を変更できます。

会社の基準に合わせて設定ください。

ホーム画面をクリックし「環境設定」をクリッ

クします。

【初期値】

消費税率の初期設定：10%か8%で設定できま

す。

諸経費：会社の基準に合わせて入力ください。

（任意設定）

諸経費表示名：表示名を変更できます。

値引き表示名：表示名を変更できます。

【丸め/端数処理】

※設定は金額に影響します。

粗利率表現：小数点以下の計算方法を「四捨五

入」「切り上げ」「切り捨て」から設定できま

す。

端数処理（消費税額）：小数点以下の計算方法

を「四捨五入」「切り上げ」「切り捨て」から

設定できます。

端数処理（金額）：小数点以下の計算方法を「

四捨五入」「切り上げ」「切り捨て」から設定

できます。

【表記】

マイナス記号：表示する記号を変更できます。

【画面表示】

見積書作成時に算出された粗利率の良い・悪い

を設定できます。

会社の基準に合わせて入力ください。

良い粗利の最小値：良い粗利の最小値で設定さ

れた％を上回ると青い四角で表示されます。

標準粗利の最小値：標準粗利の最小値で設定さ

れた％を上回ると青文字で表示されます。

悪い粗利の最小値：標準粗利の最小値で設定さ

れた%を下回ると赤文字で表示されます。

悪い粗利の最小値で設定された％を下回ると赤

い四角で表示されます。
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画面構成【e-Put積算】

e-Put（積算）の画面です。

見積書、契約書、請求書、実行予算書、注文書、請書、仕様書、工程表を作成することができます。

07CADで作図した図面から数量を拾い出し、見積書を作成することも可能です。

1　画面左側の物件一覧から、編集したい物件

をクリックします。

画面上側に「物件名」が表示されます。

物件名を打ち換えると、名称を変更できます。

2　「業者」で登録した情報を検索できます。

検索して表示された「業者」を選択しますと

「見積先・請求先」に情報が入力された状態に

なります。

3　「見積先・請求先」の情報を新規で入力で

きます。

4　見積書を作成できます。

左記参照ください。

5　仕様書を作成できます。

6　工程表を作成できます。

7　物件を削除できます。

e-Put積算

7　削除

1　物件名

6　新しい工程表を作る

5　新しい仕様書を作る

4　新しい見積書を作る

2　検索
3　編集

e-Put積算

物件一覧

【見積作成】

CADから拾い出す場合

　　　　詳細説明　P50
テキストテキスト

CADから拾い出さない場合

　　　　詳細説明　P60
テキストテキスト

　　　　詳細説明　P76
テキストテキスト

　　　　詳細説明　P78
テキストテキスト

　　　　詳細説明　P7
テキストテキスト
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「CAD平面図」「リアルタイムパース画面」

「拾い出しリスト」がそれぞれ連動した状態

で、数量の確認作業ができます。

モニターが複数ありますと確認作業がスムー

ズです。

それぞれの画面で、図形もしくは項目をマウ

スで選択しますと、他の画面で青く選択され

ます。確認しやすい画面で選択をして照らし

合わせることが出来ます。

リアルタイム概算　概要

e-Putへ数量情報を送信して見積書を作成したり、e-Putの台帳機能を連動することができます。

拾いだした数量はExcel（CSV）データとしてCAD外部へ保存もできます。

リアルタイム概算画面で金額設定をしますと、起動時に材料費概算を確認することができます。

ＣＡＤ画面 拾い出し画面

1　数量確認と画面

一度拾い出した箇所を重複して拾い出ししよ

うとしますと、左のようなメッセージが表示

されます。

間違って重複してしまった場合は「いいえ」

を選択します。

07CADで作成した図面の数量を拾い出す機能です。

概算見積りを使用するには金額の設定が必要です。

2　拾い出した部分が重複した場合
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1　「ファイル」メニューをクリックし、

「e-Board / 07Cargo」より、

「e-Putの設定」をクリックします。

2　「e-put拾い出し設定」の「拾い出し項目

の設定」をクリックします。

3　各項目の設定をおこないます。

・「フェンス部品」の項目は立体の作成方法で

結果が異なりますので、あくまで目安としてく

ださい。

・砕石路盤などの下地項目が不要の場合は「下

地項目を拾う」のチェックを外しま

しょう。

・「鋤取り土量の項目を拾う」又は「レベルマ

ーカーデータ」を使用するには敷地の現況レベ

ルやゾーニング設定が別途必要となります。

リアルタイム概算　拾い出し項目の設定

e-Putの設定

e-Board

ファイル

拾い出す項目の設定をします。

拾い出し項目の設定

拾い出し項目の設定

　　　　参考　[拾い出し・計測]を検索
WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ
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リアルタイム概算　拾い出し前の準備

拾い出す前に設定しておくことで便利な機能です。

【ラベルとは】

印刷やパースへの表示・非表示の切り替え、拾

い出しの対象にするかどうかを図形ごとに設定

することができます。あらかじめ拾い出し不要

な図形を設定できます。

「既存構造物（システム予約）」を貼られた図

形は、拾い出さない設定になります。

【ラベルを新たに作成する場合】

1　「ラベル」メニューをクリックし、

「ラベルの設定」をクリックします。

2　ラベル設定画面が表示されます。画面左下

の「新規作成」をクリックします。

3　ラベル作成画面が表示されます。

ラベル名を入力し使用目的に合わせて設定を変

更します。

【e-Put自動拾い出しの対象】

YES：拾い出し項目に表示されます。

NO：拾い出し項目に表示されません。

表示不要の場合はNOに設定します。

「作成」をクリックします。

【このファイルに保存されているラベル】

作図中のCADファイルのみ設定されます。

【システムに保存されているラベル】

このパソコンで開くCADファイル全てに設定

されます。繰り返し使用するラベルはシステム

に保存しておくと便利です。

4　画面右下の「閉じる」をクリックし設定画

面を閉じます。

1　ラベルの設定

１　ラベルを貼る対象の図形を右クリックし

「ラベルを貼る/変更」をクリックします。

2　「既存構造物（システム予約）」をクリッ

クで、ラベルが貼られた状態になります。

右クリック

ラベルを貼る/変更

　　　　参考　[ラベル]を検索
WebﾏﾆｭｱﾙWebﾏﾆｭｱﾙ
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リアルタイム概算　拾い出し前の準備

2　グループ化

【グループ化とは】

複数選択した図形を1つのグループにまとめる

事ができます。

あらかじめ1つのグループしておくことで、拾

い出した時にグループ化しておいた図形の同素

材の床面積が合計表示されます。

※合計表示される図形は床のみになります。

塀や階段は非対応です。

1　Shiftキーを押しながら、1つのグループに

まとめたい図形をクリックで選択します。

「加工」メニューをクリックし、

「グループ化」をクリックします。

2　画面中心に「選択数1（要素○○個）」と

表示されましたらグループされた状態になりま

す。

他にもまとめたい図形があればおなじように選

択しグループ化をします。
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07CADで作成した図面から数量を拾い出します。起動方法は2通りあります。

リアルタイム概算

2　拾い出し図形の確認と追加・削除

1　リアルタイムパースで必要な図形が拾い

出しされてるか、拾い出し不要な図形がな

いかを確認します。拾い出し済の図形のみ表示

拾い出し済の図形のみ表示

拾い出していない図形のみ表示

2　項目を追加・削除したい場合は、リアル

タイムパースで対象の図形を選択し、右ク

リック→「自動拾い出し」または「拾い出

し削除」を選択します。

自動拾い出し：拾い出しリストに追加

拾い出し削除：拾い出しリストから削除

右クリック

拾い出し削除

画面上で右クリックし「全て拾い出し」をクリ

ックします。

すべてを拾い出す際に使用します。

新規で作成した図面・過去に拾い出しをしてい

ない図面の場合はこちらを選びます。

1-1　すべてを自動拾い出し
レイヤーは「ユニット」

1-2　自動拾い出し

拾い出す図形を予め選択し、選択図形上で右ク

リックし「自動拾い出し」をクリックします。

部分的に拾いだす際に使用します。

修正した図面の場合はこちらを選びます。

右クリック

「自動拾い出し」

　　または

「全てを自動拾い出し」

拾い出していない図形のみ表示

右クリック

自動拾い出し
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右クリック

新規項目：項目を追加できます。

複製：選択した項目を複製します。

同種の項目を選択：同じ内容の項目を一度に選択できます。

統合：単位が同じ複数の項目を1つにまとめます。

同種の項目を統合：選択された項目→選択された項目と同種の項

目を統合します。全ての項目→選択している項目に関わらず、同

種の項目がある全ての項目を統合します。

削除：項目を削除します。(Delete/Backspace)

拾い出し情報：→4

台帳項目を反映：→5

セクションに移動：→6

セクション名称の変更：作成したセクション名を変更します。

eE-Formerで計測：eE-Former画面で詳細を計測します。

現在の各項目・金額の設定を保存：入力した金額が保存され、次

回の拾い出し時にも金額が反映されます。

選択した項目は青くなりますクリック→選択

リアルタイム概算の画面が表示されます。

1　編集したい項目をクリックします。

図形が青色で表示されます。

2　編集したい文字や数量・金額をダブルクリ

ックし入力・編集します。

※製品を代用した場合は、製品名を調整くださ

い。

リアルタイムパースまたは平面図で、拾い出し

項目がどの図形に該当するのか確認しながら作

業します。

原価・見積単価を入力

原価総計・見積総計が表示されます

数値や文字はダブルクリックで編集

リアルタイム概算

項目を選ぶと図形が、図形を選ぶと

項目が強調表示されます。

3　項目の編集
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塀・床・階段ユニットの詳細情報を引き出すこ

とができます。

取込：拾い出し一覧に取り込みたいデータにチ

ェックを入れます。

値：ブロックサイズ・張材サイズを変更します

と自動で値が変更します。

ブロックサイズ：サイズを変更できます。

張材サイズ：サイズを変更できます。

計算式：計算式が入力できます。計算結果を拾

い出し一覧に取り込むことができます。

結果：単位の右側に計算結果が表示されます。

計算結果を取り込む場合は、チェックを入れま

す。

取込：チェックを入れたデータを、拾い出し一

覧に取り込むことができます。

閉じる：拾い出し情報の画面を閉じます。

4　拾い出し情報

リアルタイム概算

詳細情報が表示されます。

右クリッククリック→選択

種別・名称を入力 計算結果

単位
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リアルタイム概算

e-Putのマスター台帳から登録情報を拾い出し

た数量項目に反映させることができます。

※マスター設定の「台帳」であらかじめ台帳を

登録しておく必要があります。

1　工事種類を選択します。

2　反映させる項目を台帳一覧からチェックを

入れ選択します。

3　反映をクリックすると、拾い出しした項目

に数量を反映できます。

【重要】台帳の初期設定で入力されている金額

や項目はおおよその数値です。

自社用の設定を作成してからご利用ください。

反映

5　台帳項目を反映

右クリッククリック→選択

工事種類

e-Putの台帳から

反映させたい項目を選択

反映

　　　　詳細説明　P39
テキストテキスト
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リアルタイム概算

6　セクションに移動

複数の項目をセクションとして分けてまとめる

ことができます。

【セクションとは】

部位別や工種等、拾い出し項目を分類してまと

める機能です。

1　Shiftキーを押しながらクリックで複数の項

目を選択します。右クリックし「セクションに

移動」をクリックします。

2　セクション名を入力し「OK」をクリック

します。

3　選択していた項目がセクションとしてひと

まとまりになります。

選択されていなかった項目は「その他」のセク

ションに自動で分けられます。

右クリックShift+クリック→選択

セクション名
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リアルタイム概算

1　調整した項目を07Cargoへ送信します。

右下の「見積へ送信」をクリックします。

2　07Cargoの物件一覧が表示されます。

物件を作成済の場合は、左の物件名をクリック

し選択します。

物件を作成していない場合は「新しい物件を作

る」をクリックし作成します。

3　「この物件に保存」をクリックで項目が送

信されます。「送信されました」と表示されま

すので「OK」をクリックで閉じます。

4　見積作成画面へ進みます。

右下の「見積を開く」をクリックします。

7　見積へ送信

物件を作成できます
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見積書を作成する方法

見積書を作成する方法です。

07CADで作図した図面から数量を拾い出し、見積書を作成することができます。

検索

1　見積先の情報を入力する

1　画面左側の物件一覧から、見積書を作成し

たい物件をクリックします。

2　見積先の情報を入力します。マスター設定

の「業者」で見積先を登録済の場合は「検索」

をクリックします。

3　検索画面が表示されます。

業者の名称を入力し「検索」をクリックします

と検索結果が表示されます。

見積先の業者をクリックします。

4　確認画面が表示されます。

「OK」をクリックで完了です。

5　マスター設定の「業者」で見積先を登録し

ていない場合は「編集」をクリックします。

6　編集フォームが表示されます。

業者の情報を入力し「見積先・請求先を保存す

る」をクリックします。

※「同時にマスター保存する」にチェックを入

れて保存しますと、マスター設定の「業者」に

顧客として登録できます。

「業者」に登録後、次回以降は検索から呼び出

すことができるので入力の手間が省けます。

編集

同時にマスター保存する

「見積先・請求先」を保存する

　　　　詳細説明　P37
テキストテキスト
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2-1　新しい見積を作る

見積書を作成する方法

1　右側の「新しい見積を作る」をクリックし

ます。

2　見積書のタイトルを任意で入力します。

「作成する」をクリックします。

※作成しない場合は、右上の×をクリックし確

認画面を閉じてください。

3　見積書作成画面が表示されます。

新しい見積を作る

【見積書作成画面の構成】
基本情報 印刷

金額

見積項目の追加

見積項目

セクション
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見積書を作成する方法

2-2　新しいセクションを作る

新しいセクションを作る

工事区分ごとに見積書を作成します。

左側の「新しいセクションを作る」をクリック

します。

作成方法は3つあります。

①空のセクションを作る

自由に文章を入力できます。オリジナルの見積

書を作成したい場合に使います。

②台帳から選択して作る

あらかじめ【マスター設定】の「台帳」に登録

した内容をもとに、見積書を作成できます。

必要な項目にチェックを入れて使います。

③07CADデータから作る

07CADで作図した図面から、自動で数量を拾

い出し、見積書が作成されます。

必要な項目にチェックを入れて使います。

全ての項目にチェックが入ります

チェックした項目のみチェックが入ります

全ての項目にチェックが入ります

個別でチェックができます

チェックした項目のみチェックが入ります

個別でチェックができます

　　　　詳細説明　P39
テキストテキスト

　　　　詳細説明　P50
テキストテキスト
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見積書を作成する方法

見積書のタイトルや書類番号、担当者を入力し

ます。

見積書タイトル：見積書の「工事名称」として

表記されます。

書類番号：書類を識別するための番号です

（未入力でも保存可）。

担当者：見積書の作成者名を入力します。

マスター設定で「担当者」を設定している場合

は、リストから選択可能です。

希望の担当者が表示されない場合は直接入力し

てください。

見積内容を入力します。

グループ：種別違いの項目をまとめます。

種別：工事の種類を選択します。

名称：見積項目の名称を入力します。

規格：サイズや色などの仕様詳細を入力します。

備考：補足情報があれば記入します。

数量：数量を入力します。

単位：単位を選択します。

見積単価：売価を入力します。

実行単価：原価を入力します。

見積金額：数量と見積単価入力後表示されます。

実行金額：数量と実行単価入力後表示されます。

税率（上下段）：税率を選択します。

※種別や規格を入力後にページを更新しますと、

税率が自動的に「10%」になります。

仕様書：仕様書に表示させたい内容にチェック。

業者：発注先が決まっている場合、マスター設定

「業者」から選択します。

粗利率：%で自動表示されます。

粗利金額：粗利金額が自動表示されます。

書類番号

見積書タイトル

担当者

【見積書印刷後】

セクションを改めてクリック
しますとページを更新できます。

2-3　見積書の基本情報を入力する

2-4　見積内容を入力する

　　　　詳細説明　P36
テキストテキスト

　　　　詳細説明　P37
テキストテキスト

　　　　詳細説明　P48
テキストテキスト

　　　　詳細説明　P76
テキストテキスト
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見積書を作成する方法

【行の操作について】

項目を選択すると、画面上部に「行複製」

「行削除」ボタンが表示されます。

行複製：選択している項目を複製します。

行削除：選択している項目を削除します。

 ※削除後は復元できません。

【項目の並び替え】

・右側の　を上下にドラッグしますと、表示順

を変更できます。

【詳細入力について】

一式工事の内訳など、詳細入力が必要な場合に

ご活用できます。

1　左側の　をクリックしますと、　が　に変

わり、詳細入力欄が展開されます。

※未入力の行では展開できません。 

2　再度　をクリックしますと、詳細欄が閉じ

ます。

【編集完了後の操作】

編集が完了したら、画面右上の「編集モードを

出る」をクリックしフォームを閉じます。

編集モードを出る

2-5　作成項目の編集・調整
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見積書を作成する方法

画面右側に「台帳から選ぶ」「07CADデータ

から選ぶ」「予測候補」の3つのボタンが表示

されます。

選択し見積項目に追加することができます。

※画面サイズが小さい場合は表示されません。

ブラウザを最大化してお使いください。

①台帳から選ぶ

マスター設定で「台帳」の設定を行っている場

合に表示されます。

項目を選び　をクリックしますと、見積に追加

されます。

一式工事の詳細（内訳）を入力済みの項目は、

　で表示され、詳細込みで取り込むことができ

ます。

最大化

②07CADデータから選ぶ

CADから拾い出した項目が一覧で表示されま

す。

取り込みたい項目にチェックを入れ、「挿入す

る」をクリックしますと見積に追加できます。 

③予測候補

セクション名をもとに、過去の入力履歴から候

補が表示されます。

物件問わず、e-Put積算で使用した履歴の中か

ら、一定数の項目が提示されます。

※古い履歴は自動で削除されます。

項目を選び　をクリックしますと見積に追加で 

きます。 

一式工事の詳細（内訳）を入力した項目は　で

表示されます。クリックしますと詳細込みで取

り込むことができます。

検索ボックスに文字を入力して絞り込み検索も

可能です。

挿入する

検索

【画面サイズが小さい場合】

最大化で右側に表示されます

2-6　見積項目の追加
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見積書を作成する方法

見積作成後、自動的に諸経費が計上されます。

金額は画面の各所で確認できます。

【表示される場所と内容】

画面左側

セクションごとに以下の3つの金額が表示され

ます。

左側： 「見積金額」

中央： 「実行金額」

右側： 「粗利率（％）」

粗利率の良し悪しにより、％の色が変わりま

す。

 

画面左下

見積金額の総額が表示されます。

※こちらで値引き金額（税込）の入力ができま

す。

 

画面右下

現在選択しているセクションの金額と粗利が表

示されます。

粗利率実行金額見積金額

3　各金額・粗利の確認

　　　　詳細説明　P48
テキストテキスト
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見積書を作成する方法

4　見積書の印刷

見積作成画面の右上の「見積印刷」をクリック

しますと印刷画面へ進みます。

1　印刷画面を開きます。

見積作成画面の右上にある「見積印刷」をクリ

ックします。

2　各種情報を入力します。

見積書タイトル：任意のタイトルを入力します

発行日：発行日を入力します。

担当者：発行日と作成者名を入力します。

【宛先】

宛名を入力します。

【自社情報】（発行元）

発行元となる自社情報を入力します。マスター

設定で「自社情報」を設定した場合は「環境設

定の自社情報から読み込む」の選択肢に表示さ

れます。

発行元：発行元となる社名を入力します。

郵便番号：郵便番号を入力します。 

住所1：住所を入力します。

住所2：他の場所にも事務所や支店があれば入 

力します。（無い場合は入力不要）

TEL：電話番号を入力します。 

FAX：FAX番号を入力します。 

適格事業者登録番号：登録番号を入力します。

備考1～5：特記事項があれば入力します。

【その他情報】

工事場所：工事場所を入力します。 

工事概要：概要を入力します。 

工事期間：工事期間を入力します。 

支払条件：支払条件を入力します。 

有効期限：期限を入力します。 

特記事項：特記事項があれば入力します。

3　印刷します。

「印刷する」をクリックでPDFが出力されま

す。未入力項目がある場合はメッセージが表示

され「OK」を押すと進めます。

※見積書を印刷した後は見積書の編集ができな

くなります。ご注意ください。

見積印刷

印刷する

　　　　詳細説明　P34
テキストテキスト
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見積書を作成する方法

印刷完了後、見積作成画面は自動で終了しま

す。発行済の見積書には左側に「見積済」と表

示されます。

※発行後は編集・削除不可になります。

編集が必要な場合は「複製」をクリックで見積

書を複製し、編集をします。

新しく作成する場合は「新しい見積書を作る」

をクリックします。

 

作成した表紙・内訳書・明細書は、　をクリッ

クで確認や印刷が可能です。

【見積書印刷後】

複製

新しい見積を作る

5　見積書印刷後の操作
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契約書を作成する方法

契約書を作成する方法です。見積書を作成した後に作成できます。

契約書を作成する方法

1　画面左側の物件一覧から、契約書を作成し

たい物件をクリックします。

2　「契約書を作る」をクリックします。

3　契約書作成画面が表示されます。

必要項目を順番に入力していきます。

契約日：契約日を設定します。

担当者：契約書の作成者を入力します。

マスター設定で「担当者」を設定した場合は、

選択肢に表示されます。

選択肢の中に希望の担当者が表示されない場合

は、担当者名を入力します。

【見積内容】

見積書の名称と金額が表示されます。

【請負内容】※入力必須

工事内容：工事名を入力します。

工事場所：工事場所を入力します。

工事概要：概要を入力します。

工事期間：工事期間を入力します。

特記事項：特記事項があれば入力します。

【支払方法】※入力必須

支払い方法や入金日の設定ができます。

P47で入力した分割請求の名称を選択しま

す。右側に金額を入力します。任意で入力

もしくは総額に対する割合入力ができます。

契約書を作る

契約日 担当者

　　　　詳細説明　P36
テキストテキスト
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契約書を作成する方法

【その他】※必要な場合は入力します。

必要でなければ入力は不要です。

保証期間：保証期間を入力できます。

第一審管轄裁判所：裁判所を入力します。

備考：特記事項があれば入力します。

【印刷スタイル】

契約書の種類を選択できます。

自社で約款がある場合は（約款無）を選択して

ください。

「印刷する」をクリックでPDFで出力できま

す。

※【請負内容】と【支払方法】が未記入の場合

は印刷ができません。

契約書を印刷した後は、見積書の左側に

「契約済」と表示されます。

契約時の見積書が自動で複製され、複製された

見積書の左側に「契約時」と表示されます。

印刷する

【契約書印刷後】 【約款】

契約済

複製された見積書

見積書作成中 見積書作成済

契約書作成済

契約書作成後、複製された契約時の見積書
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実行予算書を作成する方法

実行予算書を作成する方法です。契約書を作成した後に作成できます。

社内管理用書類となりますので外部と共有しないようご注意ください。

実行予算書を作成する方法

契約書印刷後、実行予算書を作成することがで

きます。

1　画面左側の物件一覧から、実行予算書を作

成したい物件をクリックします。

先に作成した見積書をクリックします。

2　見積作成画面を開きます。

実行単価を調整し、実際の利益を管理します。

実行単価のみ数値を編集できます。

文字や数字がグレーになっている部分は編集が

できません。未記入の項目には追加で書き足す

ことができます。

※見積書・契約書作成済の為、見積単価の入力

はできません。

3　実行単価を変更しますと、画面右下のセク

ション小計の実行金額、粗利率、粗利金額が変

わります。

複数のセクションがある場合は、各セクション

で調整します。

画面左上の総額の実行金額、粗利率も変わりま

す。

実行単価の調整が済みましたら画面左上の　を

クリックし見積作成画面を閉じます。

実行単価

追加入力可能

実行金額

実行金額

粗利率

粗利金額

粗利率
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実行予算書を作成する方法

4　物件を開いた状態の画面に戻ります。

「実行予算書を作る」をクリックします。

5　実行予算書作成画面が表示されます。

【実行予算書を作成する見積りデータ】

実行予算書タイトル：タイトルを入力します。

発行日：発行日を入力します。

担当者：実行予算書の作成者を入力します。

マスター設定で「担当者」を設定した場合は、

選択肢に表示されます。

選択肢の中に希望の担当者が表示されない場合

は、担当者名を入力します。

備考：特記事項があれば入力します。

「印刷する」をクリックでPDFで出力できま

す。

※印刷した後も編集はできます。

※注文書・請書を印刷した後は見積作成画面で

実行単価の編集ができなくなります。

注文書・請書を先に印刷されないようご注意く

ださい。

印刷する

実行予算書を作る

【実行予算書印刷後】

　　　　詳細説明　P36
テキストテキスト
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注文書・請書を作成する方法

注文書・請書を作成する方法です。

契約書を印刷した後に作成できるようになりますが、実行予算書作成の後に作成します。

注文書・請書を作成する方法

※注文書・請書を印刷した後は見積作成画面で

実行単価の編集ができなくなります。

実行予算書を作成した後に作成ください。

1　画面左側の物件一覧から、注文書・請書を

作成したい物件をクリックします。

先に作成した見積書をクリックします。

2　見積作成画面を開きます。

業者を入力します。

実行単価のみ数値を編集できます。

文字や数字がグレーになっている部分は編集が

できません。未記入の項目には追加で書き足す

ことができます。

※見積書・契約書作成済の為、見積単価の入力

はできません。

※注文書・請書作成時でも実行単価は編集でき

ます。既に実行予算書を作成している場合で、

注文書・請書作成時に実行単価を編集しますと

差異があるので再度、実行予算書を印刷してく

ださい。

実行単価の調整が済みましたら画面左上の　

をクリックし見積作成画面を閉じます。

3　物件を開いた状態の画面に戻ります。

実行予算書の下の「注文書・請書を作る」をク

リックします。

注文書・請書を作る
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注文書・請書を作成する方法

【注文書・請書印刷後】

4　注文書・請書作成画面が表示されます。

【見積内容・契約内容】

見積内容と契約内容が表示されます。

【基本情報】

注文書タイトル：タイトルを入力します。

発行日：発行日を設定します。

担当者：請求書の作成者を入力します。

マスター設定で「担当者」を設定した場合は、

選択肢に表示されます。

【注文先の選択】

どの業者に注文を出すか選びます。

業者名の左にチェックを入れて選択します。

業者は1件ずつ選択ができます。注文先が複数

ある場合は複数回に分けて印刷までお進みくだ

さい。

【工事場所/工事期間/支払条件/備考】

工事場所：工事場所を入力します。

工事期間：工事期間を入力します。

支払条件：支払条件を入力します。

備考：振り込み先等、特記事項があれば入力し

ます。

「印刷する」をクリックでPDFで出力できま

す。

※注文書・請書を印刷した後は見積作成画面で

実行単価の編集ができなくなります。

業者の選択・変更のみ、印刷後も編集ができま

す。

　　　　詳細説明　P36
テキストテキスト

74



請求書を作成する方法

請求書を作成する方法です。

契約書を作成した後に作成できます。

請求書を作成する方法

契約書作成後、請求書を作成することができま

す。

1　画面左側の物件一覧から、請求書を作成し

たい物件をクリックします。

2　契約書の下に請求書が表示されます。

右側の「作成」をクリックします。

3　請求書作成画面が表示されます。

【見積内容・契約内容】

見積内容と契約内容が表示されます。

【基本情報】

請求書タイトル：タイトルを入力します。

担当者：請求書の作成者を入力します。

マスター設定で「担当者」を設定した場合は、

選択肢に表示されます。

【明細】

発行日：発行日を設定します。

備考：特記事項があれば入力します。

【振込先・備考】

振込先：振込先の銀行を入力します。

備考：特記事項があれば入力します。

「印刷する」をクリックでPDFで出力できま

す。

印刷する

作成

【請求書印刷後】

　　　　詳細説明　P36
テキストテキスト
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仕様書を作成する方法

仕様書を作成する方法です。

契約書を作成し印刷した後であれば、作成した見積書を元に作成することもできます。

仕様書を作成する方法

1　見積作成画面で仕様書に反映させたい項目

にチェックを入れ選択します。

2　画面左上の　をクリックし見積作成画面を

閉じます。

3　物件を開いた状態の画面に戻ります。

画面下の「新しい仕様書を作る」をクリックし

ます。

チェック

4　左上の「新しい仕様書を作る」をクリック

します。

5　タイトルを入力し「作成する」をクリック

します。

作成する

新しい仕様書を作る

新しい仕様書を作る
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仕様書を作成する方法

仕様書作成画面が表示されます。

1　「新しい仕様書を作る」で仕様書を追加で

作成できます。

作成した仕様書の複製や削除もできます。

2　見積書で入力した内容が反映されます。

編集が必要な場合は編集をします。

部位：工事名を入力します。

メーカー：メーカー名を入力します。

名称：製品名を入力します。

規格・仕様：製品のサイズやオプション等を入

力します。

カラー：製品の色を入力します。

備考：特記事項があれば入力します。

右側の　を上下にドラッグで、表示順を変更で

きます。

3　行やタイトルの編集ができます。

行追加：表の一番下に行を追加できます。

行複製：選択している行を複製できます。

行削除：選択している行を削除できます。

タイトル：タイトルを変更できます。

4　「印刷」をクリックでPDFで出力できま

す。

仕様書の右上の欄は、打ち合わせ時に押印箇所

としても使用できます。

【調整後】

【仕様書印刷後】

押印箇所

4　印刷

2　仕様書

1　仕様書一覧

3　編集

【見積書で入力した内容】

タイトル

仕様書作成画面の構成
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工程表を作成する方法

工程表を作成する方法です。

作業日をマーカーで塗りスケジュールを立てることができます。2通りの作成方法があります。

1　画面左側の物件一覧から、工程表を作成し

たい物件をクリックします。

2　画面下の「新しい工程表を作る」をクリッ

クします。

3　工程表作成画面が表示されます。

タイトル：タイトルを入力します。

通常：工事期間を設定し作成できます。

ゼロ工程：作業日のみ設定し作成できます。

「通常」もしくは「ゼロ工程」のいずれかを選

択し「作成する」をクリックします。

新しい工程表を作る

工程表を作成する方法（通常）

1　「新しい工程表を作る」で工程表を追加で

作成できます。

作成した工程表の複製や削除もできます。

2　工事名は見積作成時に作成したセクション

で表示されます。足りない場合は手入力で追加

できます。

1　工程表一覧

2　工事名

7　印刷6　マーカー

3　工程表

4　備考欄

5　続きの予定
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工程表を作成する方法

3　工事予定日の上の部分をドラッグしますと

マーカーの色が付きます。

下の部分をダブルクリックで文字を入力できま

す。工事の内容を記載しましょう。

下の部分をドラッグしますと上に「結合」

「分割」と表示されます。結合・分割

「結合」をしますとグリッド線が無くなり、文

字を確認しやすくなります。

結合する前に戻したい場合は、戻したい部分を

クリックし「分割」をクリックします。

4　事前に伝えておきたいことや注意書き等を

入力します。

5　先の日程が見切れている場合は、「続きの

予定」をクリックで先の予定を表示できます。

6　クリックでマーカーの色を変更できます。

5種類の色を選択できます。

7　「印刷」をクリックでPDFで出力できま

す。

工程表の右上の欄は、打ち合わせ時に押印箇所

としても使用できます。

ドラッグ

【工程表印刷後】

備考欄

続きの予定

押印箇所

工事期間に色を付けることができます

文字が入力できます
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工程表を作成する方法

工程表を作成する方法（ゼロ工程）

1　「新しい工程表を作る」で工程表を追加で

作成できます。

作成した工程表の複製や削除もできます。

2　工事名は見積作成時に作成したセクション

で表示されます。足りない場合は手入力で追加

できます。

3　工程表

4　備考欄

2　工事名

3　工事予定日の上の部分をドラッグしますと

マーカーの色が付きます。

下の部分をダブルクリックで文字を入力できま

す。工事の内容を記載しましょう。

下の部分をドラッグしますと上に「結合」

「分割」と表示されます。

「結合」をしますとグリッド線が無くなり、文

字を確認しやすくなります。

結合する前に戻したい場合は、戻したい部分を

クリックし「分割」をクリックします。

文字が入力できます

工事期間に色を付けることができます

結合・分割

ドラッグ

5　続きの予定

1　工程表一覧

7　印刷6　マーカー
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工程表を作成する方法

4　備考欄に事前に伝えておきたいことや注意

書き等を入力します。

5　先の日程が見切れている場合は、「続きの

予定」をクリックで先の予定を表示できます。

※工程表は複製された状態になります。

6　クリックでマーカーの色を変更できます。

7　「印刷」をクリックでPDFで出力できま

す。

工程表の右上の欄は、打ち合わせ時に押印箇所

としても使用できます。

【工程表印刷後】

備考欄

続きの予定

押印箇所
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e-Putの自動拾い出し機能で取得される項目と数量は以下となります。

e-Put 自動拾い出し機能の項目と数量について

※1　オブジェクトの状態やテクスチャの情報取得状況で、取得される項目が変わりますのでご注意くださ

い。特に各オブジェクトの機能を利用して特殊形状を作成している場合に意図する名称や必要工事と異なる

情報が表示される場合がございますのでご注意ください。

※2　テクスチャや製品情報、またはe-Putで設定してあるマスター台帳から、定価や基本価格、工事価格

を自動で割り当てています。

参考価格となりますので、カタログ、施工状況等必ずご確認ください。備考欄に価格の条件等が表示される

場合があります。

※3　一部の項目で、ユーザーが拾いの単位、表示・非表示を設定することができます。

※4　金額や項目の設定をユーザーが保存した場合、下記とは異なる結果になる場合があります。
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e-Put 自動拾い出し機能の項目と数量について
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e-Put 自動拾い出し機能の項目と数量について
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